
 

 

水原朋也 13 才。 

父親の再婚によって変な姉・水原一香17才が出来ました。 

お姉ちゃんからの愛が…重い…。 

 

■親の再婚で「姉」できました 

あーもう、どいつもこいつも

「親の再婚」でお姉ちゃんを手

に入れやがって！！ 

生まれた時点で姉がいないこ

とが確定する負け組にとって、

唯一の望みである「親の再婚」

によるお姉ちゃん登場イベント。 

確かに、このイベントが発生するには、

親の死別や離婚など辛いイベントが前提と

なるわけで、誰もが好きこのんで起こした

いものではないけれど……。 

それでも甘い響き「親の再婚で出来た姉」。 

姉の欲しかった弟、弟の欲しかった姉に

は夢が叶う奇跡。 

血の繋がりはないけど、姉弟で愛し合う

のは倫理的にいいの？ ダメなの？ 的な

あいまいさ。 

血の繋がった姉弟ではない故に、家族愛

って何だろうと追求する物語性。 

お、二次元に親の再婚率が高い理由が分

かって来たかも。 

ただ、『お姉ちゃんが来た』に関しては、

そんな小難しいことを考えずに、ブラコン

きわまる一香お姉ちゃんの爆走を楽しめる

姉コミックですけどね！ 

 

■姉はストかわ（ストーカー可愛い） 

主人公・水原朋

也君は男子中学生。 

父親との男二人

暮らしから、突如

新しい母親と、お

姉ちゃんが家族に

増えて、戸惑うば

かり。 

ここまではよく

ある話。 

あまりない話は、

お姉ちゃんが過激

なブラコンだった

ってこと！ 

一人っ子だった

お姉ちゃんは、ず

っと弟や妹が欲しかったようで（兄や姉で

ないところが生来の姉気質か？）、新しくで

きた弟のことが可愛くて仕方がない。 

まだよく知らない弟のことを知りたい、

姉弟として過ごせなかった時間を埋めたい

と思ったお姉ちゃんはどうなったか。 

お姉ちゃんが来た 
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弟ストーカーになりました。 

弟が外に出か

ける時はもちろ

ん、朝起きてか

ら夜寝るまで、

いや、夜寝た後

も可愛い弟に興

味津々。長年望

んで出来た弟ク

ンですもの、そ

れくらい見守っ

てトーゼン！ 

ストーカーっ

て言うと人聞き

悪く感じますが、

母親による子の

育児放棄が社会

問題化する中、お姉ちゃんが弟のことをし

つこく見守って何が悪いの！？ 好きな人

のことを見つめていたいのって、人の本能

じゃない！？ 小弟は強く訴えたい！ 

お姉ちゃんはただ

見ているだけではな

いですよ？ 弟のベ

ッドにだって正々

堂々正面から潜って

きます。お姉ちゃん

は、やる時はやる人

です！ 

激しいアタックに、

弟クンはほとほと困った様子（贅沢言う

な！）。参ったな、勘弁して欲しいな、と思

う一方、お姉ちゃんが嫌がらせでしている

ことではないと分かっているので、無下に

もできない。 

姉の喜ぶ姿には

弱く、流されやすい

弟性格もすでに身

につけたようです。 

■小姑魂に目覚める姉 

新しくできた、私

の弟。これから一生

仲良くしていくん

だ、と心に誓ったお

姉ちゃんに敵が現

れます。 

姉にとっての敵

と言えば、弟に這い

よる悪い虫。 

朋也のクラスの

アイドル・藤咲さん（腹黒）。とある事件で

お姉ちゃんアイに敵と認識され、小姑魂に

目覚めて大変なことに。 

対抗心丸出しの姿は、人間的には醜いと

言われようと、ブラコンお姉ちゃん大好き

な我々にとっては、姉の模範的な姿。 

露骨に敵意をむき出しにして衝突する姉

VS悪い虫のシーンは、人間臭くて姉コミッ

クらしい面白さです。 

ところで、サブキャ

ラには姉の同級生・ル

リルリさんがいるの

ですが、彼女もまた弟

持ちで、弟は屈服させ

る独裁スタイル。尻に敷かれたい！ 

 

■追う姉、追われる弟 

好き好き光線出しまくりの姉と、戸惑い

逃げ回る弟。 

作者あと書きには「誰かを追いかけ回す

マンガが描きた」かったとありま

したが、姉が追いついてしまって

はマンガも終わってしまうので、

朋也クンにはもう少し我慢して

もらいましょう。 

姉を持った弟にプライバシー

なんてものはないのです！ 


